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TKK3大学連携プロジェクト「防災・減災・ボランティアを中心とした社会貢献教育の展開」 

TKK共通シラバス 
1. 科目名 災害復興論 

2. 教員名 藤賀雅人 3. 担当大学 工学院大学 

4. 対象学年 3年 5. 開講時期 後期 6. 単位数 2単位 

 

7. 授業の目的・到達目標（神）、授業のねらい及び具体的な達成目標（工）、授業の概要（内

容）・到達目標（東） 

災害対応は防災・減災のみならず、復興過程も視野に多様な視点からの対応が求められる。

近年は災害も多様化しており、こうした復興プロセスの在り方を再考し、減災や事前復興の

取り組みを再構築する必要がある。本講義では、こうした背景を踏まえつつ、日本における

防災・減災・事前復興の施策を行政・市民の両面から理解し、今後の都市安全の方向性を思

考する基礎的な知識を習得する。 

 

8.授業のキーワード（神） 

復興プロセス、災害対策、都市計画、事前復興、行政・地域 

9.授業の進め方（神）、授業の方法（東） 

講義形式で行う。講義中に小課題を行い、レポートとあわせて学習成果を評価する。毎回、

前回配布資料を復習し、理解を深めておくことが望ましい。 

10. テキスト、参考書、指定図書（神） 

○テキスト 

講義時に資料を配付する。 

○参考書 

佐々木昌二「最新 防災・復興法制-東日本大震災を踏まえた災害予防・応急・復旧・復興

制 

度の解説-」第一法規株式会社,2017 

牧紀男「復興の防災計画: 巨大災害に向けて」鹿島出版会,2013 

牧紀男「災害の住宅誌: 人々の移動とすまい」鹿島出版会,2011 

 

11. 授業時間外に必要な学修（神）事前、事後に受講してほしい講義等（東） 

【事前に受講してほしい講義等】 

 地域の安全、建築の安全 

【事後に受講してほしい講義等】 

 

12. 提出課題など（神） 

小課題・レポート 

講義時に出題する。 

13. 成績評価方法・基準（神）、成績評価方法及び水準（工）、評価の方法・基準（東） 

※評価に、出席点、平常点を用いることは避けてください。 

（平常点○％（○点）というあいまいな表現や、出席点○％（○点）という出席だけで評価する表現は避

けてください） 

講義内で行う小課題（40％）、レポート課題（60％）の合計 60点以上を合格とする。 

14. 履修するにあたって（神）、学生へのメッセージ（工）、授業時間外学習（予習・復習）・

履修上の注意事項（東） 

尚、この科目は開講大学以外の学生が履修する場合、オンデマンドでの開講となります。受

講 

の方法などは各大学のガイダンスや講義の中で説明いたしますので、必ず詳細を確認し、履

修 
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登録を行ってください。 

15. 参考（ホームページ（神）、オフィスアワー（工）等） 

オフィスアワー 水曜日 11:30～13:30 ただし事前にアポイントメントをとること。 

E-mail：m_fujiga@cc.kogakuin.ac.jp 

 

【授業計画（神）（東）、授業計画及び準備学習（工）】 

講義番号 主題 内容 

第１回 イントロダクション 
講義の進め方・評価基準について説明し、災害前後を読み解

く視点を理解する. 

第２回 大規模災害の歴史 日本・世界における災害史を外観する. 

第３回 復興プロセス① 日本における近代復興のプロセスを把握する. 

第４回 復興プロセス② 
阪神淡路大震災など、震災の復興過程から現代の復興プロセ

スを考える. 

第５回 復興プロセス③ 東日本大震災の復興過程から現代の復興プロセスを考える. 

第６回 復興プロセス④ その他の災害の復興過程から現代の復興プロセスを考える. 

第７回 災害対応の法体系① 大規模災害に備えた法整備の内容を理解する. 

第８回 災害対応の法体系② 
復興過程における法整備の内容と計画立案の関係性を把握す

る. 

第９回 災害前後の行政対応 
災害時の国・地方自治体の役割の違いを理解し、行政制度の

全体像を理解する. 

第１０回 災害前後の市民対応 
災害時の地域・市民の対応のあり方を理解し、まちづくりと

事前対応の重要性を確認する. 

第 11 回 災害後の専門家の役割 復興に関わる各分野の専門家のあり方を網羅的に紹介する. 

第 12 回 事前復興① 事前復興の概念と施策の展開を把握する. 

第 13 回 事前復興② 
防災計画・復興プロセスからこれからの事前復興のあり方を

考える. 

第 14 回 講義内容の確認 講義で取り上げた内容を振り返る 

 

 

【コンピテンシー】 
本講義を通して身につけることが期待されるコンピテンシーは、以下のグラフを目安にして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント 
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 本講義では、特に「マインド的コンピテンシー」と「応用的コンピテンシー」の向上を目

指す。復興意識や情報活用力、課題解決力の向上に力を入れる。 

 


